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Different Paths in the Acquisition of Japanese Words Meaning Prohibition and Obligation 


















































































































Child Language Data Exchange System） （http://
childes.psy.cmu.edu/）（MacWhinney 2000; 







































































































されるかを表してきた（Clancy 1985, 1986; 秦野 













































Akatsuka and Clancy （1993）やClancy（1985）は、
英語習得中の幼児がその意味を表す助動詞（例： 










































































































（The Child Language Data Exchange System） 
（http://childes.psy.cmu.edu/）（MacWhinney 2000; 
Oshima-Takane, MacWhinney, Shirai, Miyata, & 
Naka 1998）に収録されている音声と動画資料か
らなるデータJun Corpus （Ishii 2004）である。筆





























助詞の使用が始まる（Clancy 1985; 伊藤 1990; 大







































































































































1986; 秦野 1984; Ito 1981; 伊藤 1990; McNeill & 

















































































































































































































2；6 さわったら 3 　行ったら  たべたら   
2；7 おいたら　＊した（したら） 2　さわったら 2　たらいたら　のったら 












3；1 いろたら（関西弁：さわったら）　　したら 2 　こぼしたら 3 








年齢（年；月） 動詞否定形 （43 タイプ）










2；9 *取りな（取らな） 2 しな 2　おさえな　つけな　変えな　＊行きな（行かな）
2；10 しな 7　閉めとかな 2　かぶせとかな　＊おりりな（降りな） 2　はいらな　つけな　＊かわいい
な（買わな）　＊もってきな（もって来な）　のけな
2；11 しな 2 　つけな 2　もたな 
3；0 しな 8　＊まがりな（まがらな）　せな　のせな 2 
3；1 しな
3；2 みな　＊きな（来な）　着かな　しな　のせな
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5, 6 この点に関する質問が、著者のポスター発表（Kubota 2017）の
会場からあった。Jun データを用いた著者の先行研究（Kubota 
2011; 窪田 2011, 2015, 2016）でも同じ課題が残っている。
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